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「

高齢化
と
人
口
減
が
進
た
「
医
療」
「
介
護」
「
生

’
む
山
間
部
の

過疎地
で
あ
っ

活支援」
の
各
機能
を一
体

て
も 、
地
域
で
最
期
ま
で
馨
化
さ
せ
た 。
当
時 、

県内
で

．
ら
せ
る
医
療・
ケ
ア
体制
が
初
め
て
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ほ
し
い」

。
そ
ん
な
住
民
の
ス
テ
ム」
を
導
入
し
た
施
設

切
実
な
声
に
応
え 、
旧
相
生
と
し
て
注
目
を
集
め
た 。

町
が
1
9
9
8
年
に
開
設
し

ili－－i

た
の
が
「
那
賀
町
相
生
包
括

lla－－－－

ケ
ア
セ
ン
タ
ー」

（
同
町
大

時
代
を
先
取
り
す
る
医
療

久
保）
だ 。

・
ケ
ア
体
制
の

構築
に
尽
力

入
院
設
備
が
あ
る
日
野
谷
し
た
の
が 、
セ
ン
タ
ー

長
の

診
療
所
を
中
心
に 、
訪
問
介
演
田
邦
美
医
師（
日）
だ 。

護・

看護
ス
テ
ー

シ
ョ

ン
や
「
困
っ

て
い
る
人
を
助
け
る

保健
セ
ン
タ
ー

を
併設 。
そ
の
は 、
医
者
の
使
命」

。
そ

れ
ま
で
地
域
に

分散
し
て
い
ん
な
思
い
を
胸
に 、
お
年
間

包括ケア介護や予防

…
テ
が
慣
る
介
ま
体
年
援
、
の
い
員
年
を

…
ス
ら
み
れ

「
住
一
侃
支
り
域
て
全
お
標

…
シ
者
住
ら
J

「
を
初
括
ま
地
い
が
の
目

…
ア
齢
も
げ
護
」
ス
。
包
始
が
築
代
後
る

…
ケ
高
て
続
介
援
ビ
み
域
が
ど
を
世
年
す

山
括
の
っ
し

「
支
一
組
地
備
な
制
の
7
築

山
包
域
な
ら
」
活
サ
住

「
整
村
体
塊
る
構

一
域
地
に
暮
療
生
の
る
設
の
町
た
団
な
を
。

……
地

態
で
医

「
っ
す
施
j
市
じ
、
に
制
る

に
わ
た
り
住民
の
命
と
健康
も
り
だ
っ

た」
と
当
時
を
振
…

ム
状
宅

「
」
五
供
点
一
る
応
は
上
体
い

を
守
っ
て
き
た 。

り
返
る 。

……
司
自
護
白
、
防
の
提
拠
タ
す
に
国
以
に
て

国
量
介
た
う
予
」
に
ら
ン
営
情
。
歳
で
げ

美
波
町
出
身
の
演
医
師

と
こ
ろ
が 、
赴
任
直
後

三

倍
程

要
れ
よ
護
い
的
か
セ
運
実
る
%
ま
掲

は 、
自治
医
大
（
栃
木
県
下
旧
相生
町
で
開業
医
の
廃
業

：．

野
市）
を
卒
業
後 、
県
立
三
が
相
次
ぎ 、
4
人
か
ら
1
人
減
に
歯
止
め
は
か
か
ら
ず 、

せ
る 。

4

好
病
院
や
半
田
町
立
八
ヰ代
に
減
少
す
る
事
態
に 。
日
野
2
0
0
5
年
の
合
併
時
に
1

徳島市出
身
の
三
橋
所
長

診
療
所
な
ど
を
経
て 、
例
年
谷
診療
所
も
常
勤
医
は
槙
田
万
1
7
0
7
人
だ
っ

た
町
人
は 、
げ
年
3
月
ま
で
の
2
年

、
に
日
野
谷
診療
所
長
に
就
任
医
師
1
人
だ
け
で
1

夜
間
や
口
は 、
8
5
1
7
人
（
凶
年
間 、
目

安参療
所
長
を
務

し
た 。
同
大
の
卒
業生
は
9
休
日
は
十
分
な
対
応
が
で
き
4
月
末
時
点）
に
ま
で
減
少
め
た
後 、
宮治
医
大
で
の
研

年
間 、
出
身
県
の
地
域
医
療
な
い 。
「
こ
の
ま
ま
で
は
親
し
て
い
る 。

修
を
終
え
て
今
年
4
月
に
戻

に
携
わ
る
義
務
が
あ
り 、
旧
や
家
族
の
死
て

診断書
も
書

「
平
成
の
合併」
は 、
町
っ

て
き
た 。

相
生
町
で
あ
と
2
年
従
事
す
い
て
も
ら
え
な
く
な
る」

。

の
医

療体制
に
も
大
き
な
影

診
療
所
を
訪
れ
た
多
く
の

れ
ば 、
義
務年
限
が
終
わ
る

住民
か
ら
悲痛
な
声
が
上
が
響
を
及ぼ
す 。
日
野
谷
診
療

患者
か
ら
「
帰
っ

て
き
て
く

予
定
だ
っ

た 。

る
ほ
ど 、
地
域
の
医
師
不
足
所
も
例
外
で
な
く 、
切
年
に
れ
た
ん
で」
「
あ
り
が
と

中
学
生
の
頃
か
ら
外
科
医
は
深
刻
化
し
た 。

入
院

事業が
廃
止
さ
れ
た 。

う 。
ま
た
よ
ろ
し
く
な」
と

に
な
る
の
が
目
標
だ
っ

た
。

「
誰
か
が
住民
を
支
え
な
常
勤
医
も
2
人
に
減
り 、
演
歓
迎
の
言
葉
を
も
ら
い 、

と
い
う
演
回医
師 。
「
医
者
い
と 、
地
域
医
療
は
崩
壊
し

回医
師
が
力
を
注
い
で
き
た
「
皆
さ
ん
が
覚
え
て
い
て
く

は
誰
も
が 、
そ
れ
ぞ
れ
の
て
し
ま
う 。
自
分
が
や
ら
な
M
時
間
体制
で
の
患者
受
け
れ
て
う
れ
し
い 。
地
域
に
必

専
門
分野
を
極
め
た
い
と
思
け
れ
ば」

。
積
回
医
師
は 、

入
れ
は
難
し
く
な
ヮ

た 。‘
現
要
と
さ
れ
て
い
た
ん
だ
と
実

っ
て
い
る 。
自
分
も
（
義
務
外
科
医
に
な
る
目標
を捨
て
在
は 、
槙
田
医
師
と
宮治
医
感
し
ま
し
た」

。

年
限
を
終
え
た
ら）
外
科
医
診
療
所
に
と
ど
ま
っ

た 。

大
を
卒
業
し
て
8
年
目
の
三

そ
ん
な
三
橋
所
長
に 、
自

と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
す
る
つ

11

1135同国

橋
乃
梨
子
所
長（
剖） 、
非
常
治
医
大
の
先
輩
で
あ
る
演
田

111111

勤
の
医
師
の
3
人
が

診察
に
医
師
が
語
り
掛
け
た 。

県全
体
の
6
分
の
1
を
占
当
た
っ

て
い
る 。

「
地
域
医
療
に
は 、
あ
ら

め
る
広大
な
面
積
の
那
賀
町

規
模
は
大
幅
に
縮
小
し
た
ゆ
る
病
気

を診断
し
治
療
す

は 、
山
間
部
に
集
落
が
点
在
も
の
の 、
日
野
谷
診
療
所
が
る
力
が
求
め
ら
れ
る 。

若干

し
て
い
る 。

過疎化
と
人
口
地
域
に
果
た

す役割は
全
く
な
分
野
が
あ
っ

て
も
避
け
て

変
わ
ら
な
い 。
高
血
圧
の
治
い
て
は
務
ま
ら
な
い 。
だ
か

療
で
通院
し
て
い
る
近
く
の
ら
こ
そ
医
師
と
し
て
成
長
さ

小
野
睦実
さ
ん（
均）
は
「
何
せ
て
く
れ
る
し 、
や
り
が
い

で
も
相
談
で
き
る
先
生
が
ず
が
あ
る
ん
だ」

。

っ
と
い
て
く
れ
る
の
で 、
本

（
山
口
和
也 、

大城咲）

当
に
心
強
い」
と
信
頼
を
寄

H
月
1
回
掲
載

、J

＂与’u

cア

お
年
間
に
わ
た
り
地
域
医
…

療
を
支
え
て
き
た
潰
田
医
…

師
⑤
と
三
橋
所
長
H

那
賀
…

町
大
久
保
の
日
野
谷
診療
…

所

宮治
医
大
は 、
へ
き
地
医
療
の

充
実・
強
化
を
目的
に
1
9
7
2

年
開
学
し
た 。
都
道
府県
の
負
担

金
や
付

属病院
の
医
療
収
入
な
ど

で
運営
し
て
い
る 。

－
学
年
の
定
員
は
1
2
3
人 。

各都
道
府県
か
ら
毎
年
2 、
3
人

が
入
学
し
て
い
る 。
学
生
の
入
学

金
や
授
業
糾
は
貸
与
さ
れ 、
修
学

期
間
（
6
年）
の
1・
5
倍
に
当

た
る
9
年
間 、
へ
き
地
医
療
に
携

わ
れ
ば
貸
与
金
の

返済
は
全
額
免

除
さ
れ
る 。

2
0
1
7
年
3
月
ま
で
に
4
1

2
4
人が
卒
業
し 、
う
ち
7
割
が

病
院
や
診
療
所
の
勤
務
医
と
し
て

働
く 。
義
務
年
限
の
9
年
が
過ぎ

て
も 、
へ
き
地
や
離島
の
医
療
に

「担い手」育てる自治医大

携
わ
る
医
師
が
少
な
く
な
い 。

徳
島
県出
身
の
卒
業生
は 、
－

期
生
か
ら
2
0
1
8
年
3
月
卒
業

の
引
期
生
ま
で
合
わ
せ
て
釘
人
い

る 。
こ
の
う
ち
7
割
が
県
内
に
と

ど
ま
っ

て 、
医
師
と
し
て
活
躍
し

て
い
る 。

地
域
医
療
で
は 、
内
科
や
外

科 、
小

児科な
ど 、
あ
ら
ゆ
る
診

療
に
対
応
で
き
る
「
プ
ラ
イ
マ
リ

l
ケ
ア
（
初期
医
療）
医」
と
し

て
の
能
力
が
欠
か
せ
な
い 。

脳卒

中
な
ど
生
命
に
関
わ
る

救急患者

を
適
切
に
診断
し 、

専門
的
な
設

備
が
整
っ

た
病院
に
つ
な
ぐ
役
割

も
重要
だ 。

患者
の
在
宅
療
養
を

支
え
る
た
め 、
訪

問診療
に
力
を

入
れ
る

卒業生
も
多
い 。

• 
' 
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